
 

［成果情報名］東北地域を対象とした水稲の高温耐性検定基準品種の選定 

［要約］東北地域における水稲品種・系統の高温耐性を評価するため、ガラス温室で高温条

件の栽培を行い、高温耐性の基準となる品種・系統を選定した。検定基準品種は登熟期間

の気温条件が異なる熟期に分けた 15 品種・系統である。 
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［背景・ねらい］ 

 水稲の玄米は、出穂後の登熟期間に気温が著しく高くなると、背白、基白等の白未熟粒

が多く発生し、品質が低下することが知られている。全国的に高温となった 2010 年は、岩

手県を除く東北各県で１等米比率は 70～75％となり、過去 10 年の平均 87％を大きく下回

った。そのため、東北地域に適した高温耐性の強い水稲品種の育成が求められている。高

温耐性品種を育成する上では、高温耐性を検定する基準となる品種が必要である。そこで、

東北地域を対象とした高温耐性検定基準品種を選定する。 

［成果の内容・特徴］ 

１．選定した検定基準品種は、“かなり早”熟期では、「ふ系 227 号」を“やや強”、「む

つほまれ」を“中”、「駒の舞」を“弱”、“早”熟期では、「ふさおとめ」を“強”、

「里のうた」「こころまち」を“やや強”、「あきたこまち」を“中”、「初星」を“

弱”、“中”熟期では、「みねはるか」を“やや強”、「ひとめぼれ」「はえぬき」を

“中”、「ササニシキ」を“弱”、“晩”熟期では、「笑みの絆」を“強”、「つや姫」

を“やや強”、「コシヒカリ」を“中”とした 15 品種・系統である（表１）。 

２．検定基準品種は、供試した 24 品種・系統の中から、玄米の整粒率および白未熟粒率は、

年次、試験地により数値が大きく異なるため、試験地毎に強（３）、やや強（４）、中

（５）、やや弱（６）、弱（７）の階級区分により高温耐性を判定した結果をもとに選

定している（表２）。 

３．試験は、東北地域の６試験地において 24 品種・系統をガラス温室（出穂後 20 日間の

平均気温は 28.0℃～29.1℃）で栽培して実施した。この条件下では、玄米の整粒率は 16

％～51％と低く、白未熟粒率は 17％～52％と高い（表２）。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．東北地域に栽培されている品種を優先して基準品種を選定している。東北地域の品種

・系統について高温耐性を検定できる。  

２．東北農業研究センター（秋田県大仙市）、青森県産業技術センター農林総合研究所藤

坂稲作部（青森県十和田市）、宮城県古川農業試験場（宮城県大崎市）、秋田県農業試

験場（秋田県秋田市）、山形県農業総合研究センター水田農業試験場（山形県鶴岡市）、

福島県農業総合センター（福島県郡山市）の６箇所で 2011 年から 2013 年の３年間実施

した結果である。  

３．ガラス温室を利用したことは共通するが、移植日、施肥量、加温条件は試験地により

異なる。使用している穀粒判別器の機種も試験地により異なる。  

４．乳白粒、腹白粒（背白粒含む）、基部未熟粒の合計を白未熟粒と計測している。  

５．“やや弱”に該当する品種、“かなり早”熟期、“中”熟期の“強”に該当する品種、

“晩”熟期の“弱”に該当する品種が無いため、今後、基準品種の追加・見直しを検討

する必要がある。  



 

［具体的データ］ 
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表１　東北地域高温耐性検定基準品種

強 やや強 中 やや弱 弱

むつほまれ 駒の舞

ふさおとめ あきたこまち 初星

みねはるか ササニシキ

笑みの絆 つや姫 コシヒカリ

　　　　　　　評価
熟期

かなり早
（むつほまれ級）  ふ系227号

早
（あきたこまち級）

里のうた
こころまち

中
（ひとめぼれ級）

ひとめぼれ
はえぬき

晩
（コシヒカリ級）

表２　供試材料の高温耐性検定結果

熟期 品種名 試験 整粒率 白未熟粒率 高温耐性
系統名 点数 （％） （％） 判定

かなり早 5 28.0 51 ± 10 32 ± 11 4.0
5 29.1 22 ± 15 45 ± 14 5.0

むつほまれ 14 29.1 23 ± 13 45 ± 20 5.5
駒の舞 11 29.0 16 ± 13 50 ± 19 6.9

早 ふさおとめ 16 28.9 49 ± 18 27 ± 19 3.2
里のうた 10 29.1 46 ± 21 22 ± 17 3.7
てんたかく 14 28.7 40 ± 17 30 ± 18 4.1
こころまち 16 28.9 42 ± 20 30 ± 20 4.3
越路早生 14 28.7 42 ± 17 29 ± 14 4.4
ハナエチゼン 15 28.8 36 ± 18 35 ± 20 4.4
あきたこまち 16 28.7 38 ± 20 33 ± 19 4.5
やまのしずく 15 29.0 33 ± 22 43 ± 18 5.1
初星 16 28.7 30 ± 18 40 ± 17 6.5

中 みねはるか 10 28.8 46 ± 17 17 ± 11 3.3
ひとめぼれ 12 28.6 45 ± 15 26 ± 14 4.3
まなむすめ 11 28.9 43 ± 19 32 ± 17 4.7
はえぬき 12 28.7 36 ± 14 31 ± 13 5.2
トヨニシキ 11 29.1 31 ± 20 37 ± 18 5.7
ササニシキ 12 28.9 27 ± 17 37 ± 17 6.3
おきにいり 6 28.8 28 ± 20 48 ± 15 6.5

晩 笑みの絆 10 28.5 51 ± 22 17 ± 12 3.1
つや姫 12 28.3 42 ± 21 23 ± 14 4.3
キヌヒカリ 8 28.3 46 ± 26 23 ± 21 4.9
コシヒカリ 12 28.4 43 ± 22 29 ± 19 5.0

出穂後20日間
平均気温(℃)

 ふ系227号
(むつほまれ級) かけはし*

(あきたこまち級)

(ひとめぼれ級)

(コシヒカリ級)

 注）*:「かけはし」は“極早”熟期だが、“かなり早”熟期の品種と比較検討した。

　　気温、判定は平均値、整粒率、白未熟粒率は平均値±標準偏差。


